
おわせ森林管理協議部会環境方針の具体例  

おわせ森林管理協議部会は事業の環境管理の具体例を下記に挙げ、実行

していく 

１．生物多様性の確保 

① 当グループはヒノキ、スギの人工造林を基本として事業を継続して

いくことからこれらの林分の中層には広葉樹、下層には適切な下層

植生を維持、育成することによって生物多様性を確保していく。 

② 人工林は動物の食害防止に努め、野生生物との共存の可能性を高め

る。 

③ 林地内を流れる渓流の水質汚染を防ぐための適切な対応を行い、水

生生物の多様性を確保すると共に常水河川の周辺の河畔林を維持す

る。 

④ 化学薬品を使用する場合は、生物の遺伝子に影響を与えると証明さ

れている物質は使用せず、また可能な限り周辺環境に影響の少ない

薬剤を利用していく。 

⑤ 広葉樹林は環境的配慮を行いながら取り扱う。 

⑥ 林地に地域の原自然条件を再生した部分を配置する努力をする。 

２．土地利用の効率化 

① 土地にあった造林品種を選択的に利用し、また施業も適切に考慮す

る。 

② 経済的に適切でない林種転換を行わない。 

③ 林内路網の整備を図ることで林地の経済性を高めていく。 

④ 当グループの林地は、現在木材生産を主として利用してきているが、

将来リクレーション利用が可能かを検討をしていく。実現出来ると

した場合は環境的配慮を行いながら計画することとする。 

３．木材の効率的利用 

① 伐採された木材は経済的条件が許される範囲で最大限搬出し販売、

利用する。 

② 搬出された木材は最も市場に適した状態で販売を行うように配慮

する。 

③ 効率的な搬出を可能にするための努力を常に行う。 

④ 市場の要求する木材を適切に供給できるような育林を実行する。 

４．土壌浸食を防ぐ 

① 林分の密度管理を適切に実行し、下層植生を可能な限り維持し土壌

浸食を防ぐ。 

② 土壌浸食を可能な限り防ぐような伐採や路網開設を行う。 

③ 既設の路網は土壌浸食を防止するための管理を行う。 



５．森林の健全性の確保 

① 森林の健全性確保のための適切な施業を実行する。 

② 年間伐採量は原則として生長量以下とするが、材価等の変動により

１年間の伐採量を増大させるときは５年間の生長量計以下で伐採量

計を決定する。 

③ 常に林分の状況を掌握するため適宜の巡回を実行する。 

④ 伐採後の跡地は可能な限り早急に植林を実行する。 

⑤ 森林火災の防止のため森林内の火気の使用は充分に注意をはらう。 

６．化学薬剤の取り扱い 

① 薬剤の使用に関しては、それぞれの薬剤の取扱説明書に基づくこと。 

② 残った薬剤に関しては、適切な保存条件で保存する。 

③ 特に注意すべきは、適量を超すことのないよう使用する。 

④ 薬剤特性を十分理解し、最も少量、或いは少ない回数で効果が出る

ようにする。 

７．森林被害の対応 

① 森林被害が予想され、被害を防ぐ事前対応が可能な場合は速やかに

実行する。 

② 大量の被害が出た場合は早急に被害調査を実行し対応する計画を

立案する。 

③ 被害木は経済的に採算が合う場合は④以外は搬出し販売を実行す

る。 

④ 被害木の伐採搬出作業は作業の安全確保が不可能な場合は実行し

ない。 

⑤ 被害木を搬出しない場合は被害地あるいは周辺の環境的負荷を下

げるため、或いは周辺森林の経済的価値を下げる事を防止するため

に当該林地の整理が必要で有れば実行する。 

８．森林内の事業の事前評価および完了時の確認 

① 森林の施業は事前に施業が環境にあたえる影響を評価しなければ

ならない。また、施業完了時には確認を行う。 

② 森林内に施設を造る場合は事前に環境にあたえる影響を評価しな

ければならない。また、施業完了時には確認を行う。 

９．グループ関係者以外の森林利用 

① 地域住民をはじめとする人々の森林に対する侵入は、経営上支障の

ない範囲で認めるが、環境負荷が少ないような指摘を可能な限り実

行していく。

② 子ども達をはじめとした森林利用は、森林の環境教育の場として利

用を中心に推進していく。


